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　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
7
年
11
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
11
月
は
行
事
が
目
白
押
し
で
す
。文
化
の
日
や
勤
労

感
謝
の
日
、11
月
22
日
の
い
い
夫
婦
の
日
、商
売
繁
盛

を
祈
願
し
縁
起
物
の
熊
手
を
買
い
求
め
る「
酉
の

市
」、ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
の
解
禁
日
、そ
し
て「
七

五
三
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
の
七
五
三
は
子
供
の
成

長
を
祝
う
行
事
で
す
。一
般
的
に
3
歳
と
5
歳
の
男
の

子
、3
歳
と
7
歳
の
女
の
子
を
祝
い
ま
す
が
、地
域
に

よ
っ
て
は
年
齢
の
区
分
を
せ
ず
、男
女
と
も
3
歳
・
5

歳
・
7
歳
の
時
に
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の

七
五
三
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。子
ど
も
に

着
物
を
着
せ
て
写
真
撮
影
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、子
供
が
足
袋
を
ぐ
ず
っ
て
は
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。仕
方
な
く
足
の
写
っ
て
い
な
い
写
真
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、私
の
父
は
妹
の
七
五
三
で
お
参
り
の

月
を
間
違
え
て
10
月
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

父
曰
く「
今
日
は
詣
で
る
人
が
少
な
か
っ
た
よ
」。

　
神
社
に
行
っ
て
、お
金
を
包
む
と
き
に
封
筒
の
宛
名

書
き
に
迷
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
初
穂
料
」と
書
き
ま
す
。

撮影：長井　傑 様

「大忙しの収穫出荷作業」

第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
7
月
20
日
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
約
3
ケ
月
で
新

た
な
自
民
党
総
裁
が
決
定
し
た
。

　
高
市
早
苗
自
民
党
総
裁（
衆
議
院
奈
良
2
区
、当
選
10

回
、64
歳
）は
、10
月
21
日
の
首
班
指
名
選
挙
で
第
1
0
4

代
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
。

　
高
市
首
相
は
、松
下
政
経
塾
を
経
て
、平
成
5
年
の
衆

議
院
選
挙
で
初
当
選
。そ
の
後
当
選
を
重
ね
令
和
6
年
の

衆
議
院
選
挙
で
10
回
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。こ
の
間
、

自
民
党
政
調
会
長
、総
務
大
臣
、経
済
安
全
保
障
担
当
大

臣
を
歴
任
し
、自
民
党
総
裁
選
挙
で
は
3
度
目
の
挑
戦
で

あ
っ
た
。

　
高
市
氏
は
、自
民
党
総
裁
選
立
候
補
に
際
し
、「
高
市
早

苗
、奈
良
の
女
で
す
。大
和
の
国
で
育
ち
ま
し
た
」と
切
り

出
し
、大
友
家
持
の「
高
円
の
　
秋
野
の
上
の
朝
霧
に
　

妻
呼
ぶ
牡
鹿
　
出
で
立
つ
ら
む
か
」と
万
葉
集
に
収
め
ら

れ
た
和
歌
を
歌
い
上
げ
た
。

　
演
説
の
さ
な
か
に
冒
頭
で
突
然
、歌
を
口
ず
さ
む
と
い

う
展
開
に
、会
場
は
ざ
わ
め
い
た
。

　
内
閣
総
理
大
臣
指
名
選
挙
を
巡
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
自

民
党
と
連
立
を
組
ん
で
き
た
公
明
党
が
こ
こ
に
き
て
離

脱
し
、少
数
与
党
の
立
場
が
一
段
と
低
下
し
た
中
で
、突

如
、日
本
維
新
の
会
と
の
連
立
を
発
表
、総
理
大
臣
に
選

出
さ
れ
た
。

　
さ
て
、新
し
い
総
理
大
臣
に
は
、食
料
安
全
保
障
に
対

し
て
、万
全
な
対
策
と
予
算
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。自

民
党
総
裁
選
で
は
、農
業
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
コ
メ
の

「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」を
主
張
し
、「
コ
メ
余
り
を
防
ぎ
、

再
生
産
可
能
な
米
価
に
よ
っ
て
営
農
継
続
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
」と
回
答
し
た
。米
価
下
落
時
に
農
家
を
救

う
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
討
も
早
急
に
行
い
、安
心

し
て
コ
メ
作
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
要
望
す
る
。日
本
の

国
土
保
全
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
は
農
業
者
で
あ
り
、

日
本
国
民
の
胃
袋
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
、選
挙
戦
で
食
料
自
給
率
を
欧
米
並
み
に
1
0
0
％

に
近
づ
け
る
と
発
言
し
て
き
た
こ
と
に
尽
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 あ

ぜ
み
ち

12
2025

令和7年

今月の表紙「河原を駆ける」 (撮影：日當 國親  様)　第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品
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農
家
の
声
を

国
政
に
！

豪雨災害による熊本県海路口排水
機場視察（8月23日）

豪雨災害に係る石破首相への要請
（8月28日）

ぐんまの農業を考える集い（9月17日）

農業構造転換推進委員会として
群馬県川場村視察（10月17日）

参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
農林部会長代理
食料安全保障強化本部事務局次長
農林部会　野菜･果樹･畑作物等対策委員長
農林部会　畜産･酪農対策委員会事務局次長
参議院自由民主党　政策審議副会長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

【自由民主党役職】

決算委員会　理事
東日本大震災復興特別委員会　理事　　
災害対策特別委員会　理事
農林水産委員会
憲法審査会

【参議院所属委員会】

農林水産大臣政務官（２回）
自由民主党　農林部会畜産酪農対策委員会事務局長 など

【これまでの主な役職等】
▲来賓で祝辞を述べるJA熊本中央会の
　宮本隆幸会長

▲主催者挨拶をする熊本県青壮年部
　協議会の川田大志郎委員長

▲最優秀賞を受賞したJA鹿本青年部の
　上村康矩さん（写真左）と富岡涼太さん（写真右）

▲高市首相と新閣僚（首相官邸提供）

　
熊
本
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会
は
10
月
24
日
、

熊
本
市
の
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
で
「
令

和
7
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
下
11
地
区
の
青
壮
年
部
盟
友
や
関

係
者
約
3
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
県
青
壮
年
部
協
議
会
の
川
田

大
志
郎
委
員
長
は
、
主
催
者
挨
拶
で
「
こ
の
大
会

を
通
し
て
綱
領
に
あ
る
盟
友
の
結
束
力
と
食
と
農

の
価
値
を
高
め
、
明
日
の
担
い
手
を
育
成
す
る
と

い
う
言
葉
の
と
お
り
、
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、

組
織
力
の
強
化
、
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
全
力
で
想
い
を
訴
え
て
下
さ
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本

隆
幸
会
長
は
「
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
日
本
の

将
来
を
担
う
皆
様
が
、
将
来
に
わ
た
り
夢
と
希
望

を
持
っ
て
農
業
経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
営
農

支
援
や
農
政
運
動
を
強
力
に
進
め
る
。
県
下
盟
友

の
代
表
者
が
、
今
大
会
、
九
州
大
会
、
更
に
は
全

国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
期
待

す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　「
盟
友
の
主
張
発
表
大
会
」
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
Ｊ
Ａ
鹿
本
青
年
部
の
上
村
康
矩
さ
ん
は
、

「
人
の
行
く
裏
に
道
あ
り
農
の
道
」
と
題
し
、
ス
イ

カ
づ
く
り
を
通
じ
て
「
地
域
農
業
は
宝
」
で
あ
る
、

そ
し
て
青
年
部
と
の
出
会
い
で
「
仲
間
」
と
い
う

宝
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、
協
同
の
精
神
で
ど
ん
な
困

難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
薄
れ
か
け

て
い
た
「
絆
」
を
鹿
本
青
年
部
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
で
再
び
強
く
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　「
組
織
活
動
実
績
発
表
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
Ｊ
Ａ
鹿
本
青
年
部
の
富
岡
涼
太
さ
ん
は
、

「
2
つ
の
柱
で
つ
く
る
農
業
の
輪
〜
農
業
の
魅
力
を

発
信
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

〜
」
と
題
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
行
政

や
Ｊ
Ａ
任
せ
に
せ
ず
、
盟
友
ひ
と
り
一
人
が
活
躍

し
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
の
大

切
さ
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
1
分
間
動
画
発
表
」
で
は
Ｊ
Ａ
菊
池

青
壮
年
部
菊
池
支
部
、「
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
Ｊ
Ａ
た
ま
な
青
壮
年
部
玉
名
支
部
が
そ

れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
盟
友
の
主
張
」「
組
織
活
動
実
績
」
の
最
優
秀

賞
と
「
１
分
間
動
画
」
の
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
は
、

　
高
市
早
苗
内
閣
が
10
月
21
日
に
発
足
し
、
熊

本
県
か
ら
は
、
熊
本
県
農
政
連
が
推
薦
し
当
選

し
た
衆
議
院
熊
本
1
区
の
木
原
稔
氏
（
元
防
衛

大
臣
）
が
官
房
長
官
に
、
衆
議
院
熊
本
4
区
の

金
子
恭
之
氏
（
元
総
務
大
臣
）
が
国
土
交
通
大

臣
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
木
原
氏
は
、
熊
本
市
出
身
の
56
歳
。
熊
本
1

区
で
6
回
の
当
選
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、金
子
氏
は
、あ
さ
ぎ
り
町
出
身
の
64
歳
。

熊
本
4
区
で
9
回
の
当
選
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
な
農
林
水
産
大
臣
に
は
、
山
形

県
出
身
で
こ
れ
ま
で
自
民
党
農
林
部
会
長
代
理

や
農
水
副
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
て
き
た
鈴
木
憲

和
衆
議
院
議
員
43
歳
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
木
原
稔
官
房
長
官
は
、「
国
政
全
般
に
わ
た
っ

て
高
市
総
理
を
支
え
て
い
く
。
内
閣
の
要
と
し

て
、
危
機
管
理
、
政
府
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
、
政

府
内
部
や
国
会
と
の
総
合
調
整
の
役
割
を
着
実

に
果
た
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣
は
、「
国
交

行
政
は
国
民
生
活
に
密
着
し
て
お
り
、
停
滞
は

許
さ
れ
な
い
。

自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い

る
中
で
は
事

前
防
災
が
重

要
だ
。
避
難

路
や
復
旧
支

援
の
道
路
整

備
を
進
め
た

い
」
と
語
り

ま
し
た
。

【
受
賞
者
】

・
盟
友
の
主
張
発
表

　
最
優
秀
賞
　
上
村
康
矩
さ
ん
（
鹿
本
）

　
　
優
秀
賞
　
岩
根
雄
飛
さ
ん
（
菊
池
）

　
　
優
秀
賞
　
針
馬
伸
弥
さ
ん
（
く
ま
）

・
組
織
活
動
実
績
発
表

　
最
優
秀
賞
　
富
岡
涼
太
さ
ん
（
鹿
本
）

　
　
優
秀
賞
　
庄
内
信
二
さ
ん
（
た
ま
な
）

・
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
優
秀
賞
　
た
ま
な
青
壮
年
部
玉
名
支
部

　
　
優
秀
賞
　
熊
本
市
青
壮
年
部
天
明
支
部

　
　
優
秀
賞
　
く
ま
青
壮
年
部
相
良
支
部

・
１
分
間
動
画
発
表

　
最
優
秀
賞
　
菊
池
青
壮
年
部
菊
池
支
部

　
　
優
秀
賞
　
あ
ま
く
さ
青
年
部
天
草
地
区

令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
る

12
月
に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
九
州
沖
縄
地

区
青
年
大
会
、「
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

受
賞
作
品
3
点
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
そ
れ
ぞ

れ
県
代
表
と
し
て
出
場
・
出
品
さ
れ
ま
す
。

木
原
稔
衆
議
院
議
員
が
官
房
長
官
に
、

金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
が
国
土
交
通

大
臣
に
就
任

JAやつしろ東館トマト選果場竣工式
（10月1日）

JAかみましき青壮年部嘉島支部による熊本市立
城東小学校児童の枝豆収穫体験（10月12日）
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参議院議員

藤木しんや
活 動 報 告

Fu j i k i  S h i n y a
    　a c t i v i t y  r e p o r t

① 生産現場からの声を国政に届け、実現します

② 食料安全保障の強化の実現を目指します

③ 中小・家族経営、中山間地農業への更なる

　 理解と支援の拡充に取り組みます

④ 地域の拠り所であるJAの取組を後押しします

4つのVision

農家・農業の未来のため全力で頑張ります

藤木しんやプロフィール
農林部会長代理
食料安全保障強化本部事務局次長
農林部会　野菜･果樹･畑作物等対策委員長
農林部会　畜産･酪農対策委員会事務局次長
参議院自由民主党　政策審議副会長

参議院議員2期目（平成28年7月初当選）

【自由民主党役職】

決算委員会　理事
東日本大震災復興特別委員会　理事　　
災害対策特別委員会　理事
農林水産委員会
憲法審査会

【参議院所属委員会】

農林水産大臣政務官（２回）
自由民主党　農林部会畜産酪農対策委員会事務局長 など

【これまでの主な役職等】
▲来賓で祝辞を述べるJA熊本中央会の
　宮本隆幸会長

▲主催者挨拶をする熊本県青壮年部
　協議会の川田大志郎委員長

▲最優秀賞を受賞したJA鹿本青年部の
　上村康矩さん（写真左）と富岡涼太さん（写真右）

▲高市首相と新閣僚（首相官邸提供）

　
熊
本
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会
は
10
月
24
日
、

熊
本
市
の
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
で
「
令

和
7
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
下
11
地
区
の
青
壮
年
部
盟
友
や
関

係
者
約
3
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
県
青
壮
年
部
協
議
会
の
川
田

大
志
郎
委
員
長
は
、
主
催
者
挨
拶
で
「
こ
の
大
会

を
通
し
て
綱
領
に
あ
る
盟
友
の
結
束
力
と
食
と
農

の
価
値
を
高
め
、
明
日
の
担
い
手
を
育
成
す
る
と

い
う
言
葉
の
と
お
り
、
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、

組
織
力
の
強
化
、
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
全
力
で
想
い
を
訴
え
て
下
さ
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
、Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本

隆
幸
会
長
は
「
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
日
本
の

将
来
を
担
う
皆
様
が
、
将
来
に
わ
た
り
夢
と
希
望

を
持
っ
て
農
業
経
営
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
営
農

支
援
や
農
政
運
動
を
強
力
に
進
め
る
。
県
下
盟
友

の
代
表
者
が
、
今
大
会
、
九
州
大
会
、
更
に
は
全

国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
期
待

す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　「
盟
友
の
主
張
発
表
大
会
」
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
Ｊ
Ａ
鹿
本
青
年
部
の
上
村
康
矩
さ
ん
は
、

「
人
の
行
く
裏
に
道
あ
り
農
の
道
」
と
題
し
、
ス
イ

カ
づ
く
り
を
通
じ
て
「
地
域
農
業
は
宝
」
で
あ
る
、

そ
し
て
青
年
部
と
の
出
会
い
で
「
仲
間
」
と
い
う

宝
に
恵
ま
れ
た
こ
と
、
協
同
の
精
神
で
ど
ん
な
困

難
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
薄
れ
か
け

て
い
た
「
絆
」
を
鹿
本
青
年
部
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
で
再
び
強
く
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　「
組
織
活
動
実
績
発
表
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
Ｊ
Ａ
鹿
本
青
年
部
の
富
岡
涼
太
さ
ん
は
、

「
2
つ
の
柱
で
つ
く
る
農
業
の
輪
〜
農
業
の
魅
力
を

発
信
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

〜
」
と
題
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
行
政

や
Ｊ
Ａ
任
せ
に
せ
ず
、
盟
友
ひ
と
り
一
人
が
活
躍

し
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
の
大

切
さ
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
1
分
間
動
画
発
表
」
で
は
Ｊ
Ａ
菊
池

青
壮
年
部
菊
池
支
部
、「
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
Ｊ
Ａ
た
ま
な
青
壮
年
部
玉
名
支
部
が
そ

れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
盟
友
の
主
張
」「
組
織
活
動
実
績
」
の
最
優
秀

賞
と
「
１
分
間
動
画
」
の
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
は
、

　
高
市
早
苗
内
閣
が
10
月
21
日
に
発
足
し
、
熊

本
県
か
ら
は
、
熊
本
県
農
政
連
が
推
薦
し
当
選

し
た
衆
議
院
熊
本
1
区
の
木
原
稔
氏
（
元
防
衛

大
臣
）
が
官
房
長
官
に
、
衆
議
院
熊
本
4
区
の

金
子
恭
之
氏
（
元
総
務
大
臣
）
が
国
土
交
通
大

臣
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
木
原
氏
は
、
熊
本
市
出
身
の
56
歳
。
熊
本
1

区
で
6
回
の
当
選
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、金
子
氏
は
、あ
さ
ぎ
り
町
出
身
の
64
歳
。

熊
本
4
区
で
9
回
の
当
選
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
た
な
農
林
水
産
大
臣
に
は
、
山
形

県
出
身
で
こ
れ
ま
で
自
民
党
農
林
部
会
長
代
理

や
農
水
副
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
て
き
た
鈴
木
憲

和
衆
議
院
議
員
43
歳
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
木
原
稔
官
房
長
官
は
、「
国
政
全
般
に
わ
た
っ

て
高
市
総
理
を
支
え
て
い
く
。
内
閣
の
要
と
し

て
、
危
機
管
理
、
政
府
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
、
政

府
内
部
や
国
会
と
の
総
合
調
整
の
役
割
を
着
実

に
果
た
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
子
恭
之
国
土
交
通
大
臣
は
、「
国
交

行
政
は
国
民
生
活
に
密
着
し
て
お
り
、
停
滞
は

許
さ
れ
な
い
。

自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い

る
中
で
は
事

前
防
災
が
重

要
だ
。
避
難

路
や
復
旧
支

援
の
道
路
整

備
を
進
め
た

い
」
と
語
り

ま
し
た
。

【
受
賞
者
】

・
盟
友
の
主
張
発
表

　
最
優
秀
賞
　
上
村
康
矩
さ
ん
（
鹿
本
）

　
　
優
秀
賞
　
岩
根
雄
飛
さ
ん
（
菊
池
）

　
　
優
秀
賞
　
針
馬
伸
弥
さ
ん
（
く
ま
）

・
組
織
活
動
実
績
発
表

　
最
優
秀
賞
　
富
岡
涼
太
さ
ん
（
鹿
本
）

　
　
優
秀
賞
　
庄
内
信
二
さ
ん
（
た
ま
な
）

・
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
優
秀
賞
　
た
ま
な
青
壮
年
部
玉
名
支
部

　
　
優
秀
賞
　
熊
本
市
青
壮
年
部
天
明
支
部

　
　
優
秀
賞
　
く
ま
青
壮
年
部
相
良
支
部

・
１
分
間
動
画
発
表

　
最
優
秀
賞
　
菊
池
青
壮
年
部
菊
池
支
部

　
　
優
秀
賞
　
あ
ま
く
さ
青
年
部
天
草
地
区

令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
熊
本
県
青
壮
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
る

12
月
に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
九
州
沖
縄
地

区
青
年
大
会
、「
手
づ
く
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

受
賞
作
品
3
点
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
そ
れ
ぞ

れ
県
代
表
と
し
て
出
場
・
出
品
さ
れ
ま
す
。

木
原
稔
衆
議
院
議
員
が
官
房
長
官
に
、

金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
が
国
土
交
通

大
臣
に
就
任

JAやつしろ東館トマト選果場竣工式
（10月1日）

JAかみましき青壮年部嘉島支部による熊本市立
城東小学校児童の枝豆収穫体験（10月12日）



全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言
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【
農
業
構
造
転
換
推
進
委
員
会
の
動
き
】

　
9
〜
10
月
に
自
民
党
農
業
構
造
転
換
推
進

委
員
会
関
連
の
会
合
や
現
地
視
察
が
活
発
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。本
委
員
会
は
、今
後
の

水
田
政
策
や
米
の
備
蓄
お
よ
び
流
通
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
主
目
的

に
、9
月
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
9
月
18
日
、本
委
員
会
お
よ
び
関
連
会
合

が
開
催
さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、

農
水
省
よ
り
水
稲
収
穫
量
調
査
の
見
直
し
お

よ
び
生
産
･
流
通
･
消
費
の
実
態
把
握
と
需

給
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、「
米
の
需
要
見
通
し
の
数
字
に
つ
い
て
、

大
き
な
幅
を
持
た
せ
た
内
容
で
示
さ
れ
て

も
、現
場
は
非
常
に
困
る
。不
確
定
要
素
が
あ

る
に
し
て
も
、幅
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ

き
。」と
意
見
致
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、本
委
員
会
関
連
会
合
が
開
催
さ

れ
、出
席
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、水
稲
収
穫

量
調
査
の
精
度
向
上
お
よ
び
米
の
流
通
構
造

の
透
明
性
の
確
保
の
た
め
の
実
態
把
握
の
強

化
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。私
は
、

「
作
況
は
、現
場
で
食
い
違
い
が
あ
っ
た
点
だ

け
を
改
善
す
れ
ば
、廃
止
ま
で
し
な
く
て
よ

か
っ
た
。網
目
の
統
一
化
や
、網
下
分
が
ど
れ
だ

け
主
食
に
回
っ
て
い
た
か
現
場
は
知
ら
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、そ
う
い
っ
た
点
の
改
善
を

す
れ
ば
よ
か
っ
た
。統
計
の
精
度
向
上
に
は
十

分
な
予
算
と
人
員
確
保
が
必
要
。流
通
実
態

把
握
は
、登
録
業
者
か
ら
の
調
査
結
果
が
約

2
割
と
回
収
率
が
悪
す
ぎ
る
の
は
改
善
が
急

務
。米
屋
の
廃
業
は
相
当
あ
る
の
で
、確
認
と

再
登
録
の
促
進
が
必
要
。一
定
の
強
制
力
も
必

要
で
は
な
い
か
。」と
意
見
致
し
ま
し
た
。

●
青
壮
年
部
の
声
を
直
接
農
政
へ

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
令
和
7
年
2
月
26

日
に
予
て
よ
り
交
流
の
あ
る
北
海
道
の
Ｊ
Ａ

上
川
地
区
青
年
部
協
議
会
と
両
地
域
選
出
の

国
会
議
員
へ
、農
業
経
営
に
お
け
る
課
題
に
対

す
る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
昨
今
の
農
業
情
勢
が
地
域
農
業
の
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
こ
と
や
、お
互
い
の
地
理
的
条

件
の
違
い
に
よ
り
通
年
的
な
農
畜
産
物
の
安

定
供
給
の
他
、災
害
や
異
常
気
象
に
お
け
る
各

地
で
の
不
作
を
補
い
合
う
事
が
出
来
る
こ
と

か
ら
今
回
の
要
請
活
動
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
10
月
10
日
、本
委
員
会
と
し
て
、新
潟
県
新

潟
市
で
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、参
加
致
し
ま

し
た
。視
察
で
は
、水
稲
生
産
の
農
業
法
人
の

圃
場
を
視
察
し
た
後
、生
産
者
･
生
産
者
団

体
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、本
委
員
会
関
連
会
合
が
開
催
さ

れ
、出
席
致
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、今
後
の

米
の
備
蓄
政
策
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。私
は
、「
備
蓄
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、入

札
備
蓄
に
と
ど
ま
ら
ず
、随
意
契
約
備
蓄
を

放
出
し
た
こ
と
で
、備
蓄
制
度
自
体
が
お
か

し
く
な
っ
て
お
り
、根
本
的
な
整
理
が
必
要
。

民
間
備
蓄
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、民
業
を
圧

迫
し
な
い
よ
う
な
仕
組
み
に
す
る
必
要
が
あ

る
。周
年
供
給
事
業
は
、き
ち
ん
と
残
し
て
い

く
べ
き
。」と
意
見
致
し
ま
し
た
。

　
10
月
17
日
、本
委
員
会
と
し
て
、群
馬
県
川

場
村
で
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、参
加
致
し
ま

し
た
。視
察
で
は
農
業
法
人
を
視
察
し
た
後
、

生
産
者
･
生
産
者
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
後
、本
委
員
会
に
お
い
て
、中
長
期
対
策

と
し
て
、支
援
体
系
も
含
め
た
新
た
な
水
田

政
策
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き

ま
す
。今
後
も
精
一
杯
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

阿
蘇
総
支
部
だ
よ
り

阿
蘇
総
支
部
だ
よ
り

県
下
に
は
十
一
の
総
支
部
が
あ
り
こ
の
活
動
状
況
を
毎
月
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
日
は
、米
な
ど
農
畜
産
物
の
適
正
な
価

格
転
嫁
や
消
費
者
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、円
安
に
お
け
る
資
材
高
騰
対
策
の

他
、担
い
手
対
策
、地
域
の
維
持
な
ど
様
々
な

課
題
に
対
し
て
青
年
農
業
者
の
声
を
届
け
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
の
北
野
暁
之
前
部
長

は「
米
の
価
格
が
高
騰
し
消
費
者
に
影
響
が

今
回
は
、「
農
政
連
阿
蘇
総
支
部
」（
原
山
寅
雄
総
支
部
長
・
J
A
阿
蘇
組
合
長
、
齋
藤
博
満
事

務
局
長
・
J
A
阿
蘇
営
農
部
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

出
て
い
る
の
は
理
解
し
て
い
る
。た
だ
、一
度

農
業
者
の
目
線
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、農
業
者

の
苦
労
や
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
経
緯
を
消
費

者
の
方
々
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

●
参
議
院
選
挙
で
東
野
ひ
で
き
氏
を
応
援

　
今
年
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
は
、全
国

農
政
連
と
熊
本
県
農
政
連
が
全
国
比
例
代
表

と
し
て
推
薦
し
た
東
野
ひ
で
き
氏
を
阿
蘇
総

支
部
と
し
て
応
援
し
ま
し
た
。

　
昨
年
9
月
の
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会
が

実
施
し
た「
東
野
ひ
で
き
支
援
拡
大
キ
ャ
ラ

バ
ン
」を
皮
切
り
に
、青
壮
年
部
、女
性
部
、役

職
員
総
力
で
支
援
し
ま
し
た
。

　
東
野
ひ
で
き
氏
は
農
家
出
身
で
あ
り
、全

国
の
J
A
を
訪
問
し
、生
の
声
を
聴
き
農
家

の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
も
理
解
さ
れ

て
い
ま
す
。是
非
、農
家
の
声
を
国
政
へ
届
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
の

と
発
言
い
た
し
ま
し
た
。

　
適
正
な
農
畜
産
物
の
価
格
形
成
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、消
費
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。し
か
し
な
が

ら
、現
状
と
し
て
は
そ
う
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。消
費
者
の
理
解
醸
成
と
行
動
変
容
を
実

現
す
べ
く
、全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
令
和
7
年
度
Ｊ
Ａ
富
山
県
青
壮
年
部
・
女
性

部
合
同
研
修
会
に
出
席
】

　
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た「
令
和
7
年
度

Ｊ
Ａ
富
山
県
青
壮
年
部
・
女
性
部
合
同
研
修

会
」に
出
席
し
、「
未
来
を
拓
く
た
め
の
農
政

に
！
」を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、地
域
を
引
っ
張
る
青
壮
年
部
・
女

性
部
組
織
が
交
流
し
、積
極
的
な
組
織
活
動

を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

【
自
民
党
畜
産
・
酪
農
対
策
委
員
会
に
出
席
】

　
昨
年
来
の
米
不
足
を
受
け
、令
和
7
年
産

の
主
食
用
米
の
作
付
け
が
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、戦
略
作
物
、と
り
わ
け
飼

料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
作
付
面
積
は
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
。こ
の
し
わ
寄
せ
が
、畜

産
農
家
を
直
撃
し
て
お
り
、現
場
か
ら
は
悲

鳴
が
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。自
民
党
畜
産
・

酪
農
対
策
委
員
会
で
は
、国
産
飼
料
の
生
産
・

利
用
拡
大
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、実
態
を
把
握
し
つ
つ
、そ
の
方
策
に
つ
い

て
議
論
し
ま
し
た
。

　
私
か
ら
は「
今
後
も
安
定
し
て
飼
料
作
物

の
生
産
に
取
り
組
め
る
よ
う
、支
援
策
を
し
っ

か
り
考
え
る
べ
き
。牧
草
生
産
の
安
定
生
産
対

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。自
給
飼
料
が

鳥
獣
害
を
受
け
て
も
補
償
さ
れ
な
い
が
、何

ら
か
の
検
討
が
必
要
」と
発
言
い
た
し
ま
し

た
。国
産
飼
料
の
増
産
に
向
け
、持
続
可
能
な

支
援
策
を
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
自
民
党
食
と
農
へ
の
消
費
者
の
理
解
醸
成
と

行
動
変
容
に
向
け
た
施
策
検
討
Ｐ
Ｔ
に
出
席
】

　
10
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
に
出
席
し

ま
し
た
。Ｐ
Ｔ
で
は
食
育
基
本
法
の
改
正
に
向

け
、こ
れ
ま
で
3
回
に
わ
た
っ
て
、必
要
性
や

検
討
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、

本
日
は
そ
の
と
り
ま
と
め
案
を
も
と
に
議
論

し
ま
し
た
。

　
私
か
ら
は「
す
べ
て
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
網
羅

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
の
内
容
を
ど
こ

ま
で
伝
え
ら
れ
る
か
が
重
要
だ
。受
け
身
で

は
な
く
、な
ぜ
食
育
や
農
業
が
必
要
か
を
、自

ら
の
言
葉
で
語
れ
る
人
材
育
成
が
必
要
だ
」

▲東国幹財務大臣政務官（衆・北海道一区）へ要請書を提出

▲坂本哲志議員と藤木しんや議員へ要請書を提出

▲東野ひでき氏の支援拡大キャラバンの様子

現
場
と
共
に

▲10月10日・自民党農業構造転換推進委員会
　による現地視察(新潟県新潟市)

▲10月16日自民党PTで食農教育の重要性について発言

【
要
請
の
主
な
内
容
】

①
資
材
高
騰
対
策

②
適
切
な
価
格
転
嫁
、消
費
者
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て

③
担
い
手
対
策
、地
域
の
維
持

今
回
の
要
望
書
提
出
先
は
以
下
の
通
り

衆
議
院
議
員
　
坂
本
哲
志（
熊
本
県
）

衆
議
院
議
員
　
東
　
国
幹（
北
海
道
）

参
議
院
議
員
　
藤
木
眞
也（
熊
本
県
）



全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言
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【
農
業
構
造
転
換
推
進
委
員
会
の
動
き
】

　
9
〜
10
月
に
自
民
党
農
業
構
造
転
換
推
進

委
員
会
関
連
の
会
合
や
現
地
視
察
が
活
発
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。本
委
員
会
は
、今
後
の

水
田
政
策
や
米
の
備
蓄
お
よ
び
流
通
等
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
主
目
的

に
、9
月
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
9
月
18
日
、本
委
員
会
お
よ
び
関
連
会
合

が
開
催
さ
れ
、出
席
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、

農
水
省
よ
り
水
稲
収
穫
量
調
査
の
見
直
し
お

よ
び
生
産
･
流
通
･
消
費
の
実
態
把
握
と
需

給
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、「
米
の
需
要
見
通
し
の
数
字
に
つ
い
て
、

大
き
な
幅
を
持
た
せ
た
内
容
で
示
さ
れ
て

も
、現
場
は
非
常
に
困
る
。不
確
定
要
素
が
あ

る
に
し
て
も
、幅
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
べ

き
。」と
意
見
致
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、本
委
員
会
関
連
会
合
が
開
催
さ

れ
、出
席
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、水
稲
収
穫

量
調
査
の
精
度
向
上
お
よ
び
米
の
流
通
構
造

の
透
明
性
の
確
保
の
た
め
の
実
態
把
握
の
強

化
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。私
は
、

「
作
況
は
、現
場
で
食
い
違
い
が
あ
っ
た
点
だ

け
を
改
善
す
れ
ば
、廃
止
ま
で
し
な
く
て
よ

か
っ
た
。網
目
の
統
一
化
や
、網
下
分
が
ど
れ
だ

け
主
食
に
回
っ
て
い
た
か
現
場
は
知
ら
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、そ
う
い
っ
た
点
の
改
善
を

す
れ
ば
よ
か
っ
た
。統
計
の
精
度
向
上
に
は
十

分
な
予
算
と
人
員
確
保
が
必
要
。流
通
実
態

把
握
は
、登
録
業
者
か
ら
の
調
査
結
果
が
約

2
割
と
回
収
率
が
悪
す
ぎ
る
の
は
改
善
が
急

務
。米
屋
の
廃
業
は
相
当
あ
る
の
で
、確
認
と

再
登
録
の
促
進
が
必
要
。一
定
の
強
制
力
も
必

要
で
は
な
い
か
。」と
意
見
致
し
ま
し
た
。

●
青
壮
年
部
の
声
を
直
接
農
政
へ

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
は
令
和
7
年
2
月
26

日
に
予
て
よ
り
交
流
の
あ
る
北
海
道
の
Ｊ
Ａ

上
川
地
区
青
年
部
協
議
会
と
両
地
域
選
出
の

国
会
議
員
へ
、農
業
経
営
に
お
け
る
課
題
に
対

す
る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
昨
今
の
農
業
情
勢
が
地
域
農
業
の
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
こ
と
や
、お
互
い
の
地
理
的
条

件
の
違
い
に
よ
り
通
年
的
な
農
畜
産
物
の
安

定
供
給
の
他
、災
害
や
異
常
気
象
に
お
け
る
各

地
で
の
不
作
を
補
い
合
う
事
が
出
来
る
こ
と

か
ら
今
回
の
要
請
活
動
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
10
月
10
日
、本
委
員
会
と
し
て
、新
潟
県
新

潟
市
で
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、参
加
致
し
ま

し
た
。視
察
で
は
、水
稲
生
産
の
農
業
法
人
の

圃
場
を
視
察
し
た
後
、生
産
者
･
生
産
者
団

体
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、本
委
員
会
関
連
会
合
が
開
催
さ

れ
、出
席
致
し
ま
し
た
。会
合
で
は
、今
後
の

米
の
備
蓄
政
策
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。私
は
、「
備
蓄
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、入

札
備
蓄
に
と
ど
ま
ら
ず
、随
意
契
約
備
蓄
を

放
出
し
た
こ
と
で
、備
蓄
制
度
自
体
が
お
か

し
く
な
っ
て
お
り
、根
本
的
な
整
理
が
必
要
。

民
間
備
蓄
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、民
業
を
圧

迫
し
な
い
よ
う
な
仕
組
み
に
す
る
必
要
が
あ

る
。周
年
供
給
事
業
は
、き
ち
ん
と
残
し
て
い

く
べ
き
。」と
意
見
致
し
ま
し
た
。

　
10
月
17
日
、本
委
員
会
と
し
て
、群
馬
県
川

場
村
で
現
地
視
察
が
行
わ
れ
、参
加
致
し
ま

し
た
。視
察
で
は
農
業
法
人
を
視
察
し
た
後
、

生
産
者
･
生
産
者
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
後
、本
委
員
会
に
お
い
て
、中
長
期
対
策

と
し
て
、支
援
体
系
も
含
め
た
新
た
な
水
田

政
策
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き

ま
す
。今
後
も
精
一
杯
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

阿
蘇
総
支
部
だ
よ
り

阿
蘇
総
支
部
だ
よ
り

県
下
に
は
十
一
の
総
支
部
が
あ
り
こ
の
活
動
状
況
を
毎
月
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
日
は
、米
な
ど
農
畜
産
物
の
適
正
な
価

格
転
嫁
や
消
費
者
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、円
安
に
お
け
る
資
材
高
騰
対
策
の

他
、担
い
手
対
策
、地
域
の
維
持
な
ど
様
々
な

課
題
に
対
し
て
青
年
農
業
者
の
声
を
届
け
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
の
北
野
暁
之
前
部
長

は「
米
の
価
格
が
高
騰
し
消
費
者
に
影
響
が

今
回
は
、「
農
政
連
阿
蘇
総
支
部
」（
原
山
寅
雄
総
支
部
長
・
J
A
阿
蘇
組
合
長
、
齋
藤
博
満
事

務
局
長
・
J
A
阿
蘇
営
農
部
長
）
を
紹
介
し
ま
す
。

出
て
い
る
の
は
理
解
し
て
い
る
。た
だ
、一
度

農
業
者
の
目
線
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、農
業
者

の
苦
労
や
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
経
緯
を
消
費

者
の
方
々
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

●
参
議
院
選
挙
で
東
野
ひ
で
き
氏
を
応
援

　
今
年
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
は
、全
国

農
政
連
と
熊
本
県
農
政
連
が
全
国
比
例
代
表

と
し
て
推
薦
し
た
東
野
ひ
で
き
氏
を
阿
蘇
総

支
部
と
し
て
応
援
し
ま
し
た
。

　
昨
年
9
月
の
県
農
協
青
壮
年
部
協
議
会
が

実
施
し
た「
東
野
ひ
で
き
支
援
拡
大
キ
ャ
ラ

バ
ン
」を
皮
切
り
に
、青
壮
年
部
、女
性
部
、役

職
員
総
力
で
支
援
し
ま
し
た
。

　
東
野
ひ
で
き
氏
は
農
家
出
身
で
あ
り
、全

国
の
J
A
を
訪
問
し
、生
の
声
を
聴
き
農
家

の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
も
理
解
さ
れ

て
い
ま
す
。是
非
、農
家
の
声
を
国
政
へ
届
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
東
野
ひ
で
き
の

と
発
言
い
た
し
ま
し
た
。

　
適
正
な
農
畜
産
物
の
価
格
形
成
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、消
費
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。し
か
し
な
が

ら
、現
状
と
し
て
は
そ
う
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。消
費
者
の
理
解
醸
成
と
行
動
変
容
を
実

現
す
べ
く
、全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
令
和
7
年
度
Ｊ
Ａ
富
山
県
青
壮
年
部
・
女
性

部
合
同
研
修
会
に
出
席
】

　
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た「
令
和
7
年
度

Ｊ
Ａ
富
山
県
青
壮
年
部
・
女
性
部
合
同
研
修

会
」に
出
席
し
、「
未
来
を
拓
く
た
め
の
農
政

に
！
」を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、地
域
を
引
っ
張
る
青
壮
年
部
・
女

性
部
組
織
が
交
流
し
、積
極
的
な
組
織
活
動

を
行
う
こ
と
が
重
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

【
自
民
党
畜
産
・
酪
農
対
策
委
員
会
に
出
席
】

　
昨
年
来
の
米
不
足
を
受
け
、令
和
7
年
産

の
主
食
用
米
の
作
付
け
が
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、戦
略
作
物
、と
り
わ
け
飼

料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
作
付
面
積
は
大
幅

に
減
少
し
て
い
ま
す
。こ
の
し
わ
寄
せ
が
、畜

産
農
家
を
直
撃
し
て
お
り
、現
場
か
ら
は
悲

鳴
が
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。自
民
党
畜
産
・

酪
農
対
策
委
員
会
で
は
、国
産
飼
料
の
生
産
・

利
用
拡
大
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、実
態
を
把
握
し
つ
つ
、そ
の
方
策
に
つ
い

て
議
論
し
ま
し
た
。

　
私
か
ら
は「
今
後
も
安
定
し
て
飼
料
作
物

の
生
産
に
取
り
組
め
る
よ
う
、支
援
策
を
し
っ

か
り
考
え
る
べ
き
。牧
草
生
産
の
安
定
生
産
対

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。自
給
飼
料
が

鳥
獣
害
を
受
け
て
も
補
償
さ
れ
な
い
が
、何

ら
か
の
検
討
が
必
要
」と
発
言
い
た
し
ま
し

た
。国
産
飼
料
の
増
産
に
向
け
、持
続
可
能
な

支
援
策
を
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
自
民
党
食
と
農
へ
の
消
費
者
の
理
解
醸
成
と

行
動
変
容
に
向
け
た
施
策
検
討
Ｐ
Ｔ
に
出
席
】

　
10
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
に
出
席
し

ま
し
た
。Ｐ
Ｔ
で
は
食
育
基
本
法
の
改
正
に
向

け
、こ
れ
ま
で
3
回
に
わ
た
っ
て
、必
要
性
や

検
討
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、

本
日
は
そ
の
と
り
ま
と
め
案
を
も
と
に
議
論

し
ま
し
た
。

　
私
か
ら
は「
す
べ
て
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
網
羅

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、こ
の
内
容
を
ど
こ

ま
で
伝
え
ら
れ
る
か
が
重
要
だ
。受
け
身
で

は
な
く
、な
ぜ
食
育
や
農
業
が
必
要
か
を
、自

ら
の
言
葉
で
語
れ
る
人
材
育
成
が
必
要
だ
」

▲東国幹財務大臣政務官（衆・北海道一区）へ要請書を提出

▲坂本哲志議員と藤木しんや議員へ要請書を提出

▲東野ひでき氏の支援拡大キャラバンの様子

現
場
と
共
に

▲10月10日・自民党農業構造転換推進委員会
　による現地視察(新潟県新潟市)

▲10月16日自民党PTで食農教育の重要性について発言

【
要
請
の
主
な
内
容
】

①
資
材
高
騰
対
策

②
適
切
な
価
格
転
嫁
、消
費
者
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て

③
担
い
手
対
策
、地
域
の
維
持

今
回
の
要
望
書
提
出
先
は
以
下
の
通
り

衆
議
院
議
員
　
坂
本
哲
志（
熊
本
県
）

衆
議
院
議
員
　
東
　
国
幹（
北
海
道
）

参
議
院
議
員
　
藤
木
眞
也（
熊
本
県
）
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令
和
7
年
度
全
国
小
・
中
学
生
書

道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

は
、今
年
で
書
道
の
部
が
69
回
目
、交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
の
部
が
54
回
目
を
迎
え
、熊
本
県

下
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
、書
道
の

部
で
2
4
、5
8
1
点
、ポ
ス
タ
ー
の
部
で

1
、2
9
2
点
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

★
今
年
も
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
★

令
和
7
年
度 

Ｊ
Ａ
共
済 

全
国
小
・
中
学
生

　
　
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
熊
本
県
大
会
入
賞
者
決
定
！

▲

菊
陽
町
立
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
2
年

　
古
賀
　
夕
渚
さ
ん

▲

私
立
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
中
学
校
1
年
　
吉
本
　
七
晴
さ
ん

熊
本
県
知
事
賞【
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

▲

八
代
市
立
太
田
郷
小
学
校
6
年

　
澤
田
　
明
依
さ
ん

熊
本
県
知
事
賞【
半
紙
の
部
】

熊
本
県
知
事
賞【
条
幅
の
部
】

　
9
月
25
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
に
お
い

て
、左
記
の
3
名
が
見
事
最
高
位
の
熊
本
県

知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。ま
た
、金
賞
作
品
27

点
は
11
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
展
さ

れ
ま
す
。熊
本
県
の
作
品
が
全
国
大
会
に
お

い
て
も
入
賞
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、来
年
も
素
敵
な
作
品
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
10
月
9
日
、熊

本
市
で
令
和
7
年
産
秋
冬
野
菜
・
果
実

出
荷
大
会
を
開
き
ま
し
た
。生
産
者
、

Ｊ
Ａ
、行
政
、全
国
の
取
引
市
場
な
ど

か
ら
お
よ
そ
2
7
0
人
が
出
席
。産
地
と
市

場
が
一
体
と
な
り
販
売
目
標
金
額
3
7
5
億

円（
野
菜
類
2
6
5
億
円
、果
実
類
1
1
0
億

円
）の
達
成
を
誓
い
ま
し
た
。全
国
に
向
け
、

熊
本
県
産
秋
冬
野
菜
と
果
実
の
出
荷
が
本
格

的
に
始
ま
り
ま
す
。

　
同
連
は
基
本
方
針
に
①
環
境
変
化
に
対
応

す
る
産
地
体
制
、②
県
域
一
体
と
な
っ
た
円
滑

な
販
売
、③
多
様
な
販
促
活
動
と
Ｐ
Ｒ―

―

の
3
つ
を
掲
げ
、消
費
者
に
支
持
さ
れ
る「
熊

本
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。販
促
活
動
の
一
つ
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る「
冬
土
用
未
の
日
」で
は
、熊
本

県
と
も
連
携
し
、食
べ
る
と
縁
起
が
良
い

と
さ
れ
る
赤
い
食
べ
物
で
の
消
費
拡
大
Ｐ

Ｒ
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
同
連
の
丁
道
夫
会
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
、野
菜
や
果
実
の
安

定
供
給
に
努
め
、オ
ー
ル
熊
本
と
し
て
更

な
る
販
売
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
産（
10
月
〜
2
月
）の
生
産
計

画
は
、野
菜
全
般
の
作
付
面
積
2
、3
1
1

ヘ
ク
タ
ー
ル（
前
年
比
98
％
）、出
荷
数
量

6
万
7
、4
1
5
ト
ン（
同
99
％
）を
見
込

み
ま
す
。主
要
品
目
で
は
、ト
マ
ト
の
作
付

面
積
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、ミ
ニ
ト
マ

　「
国
消
国
産
」と
は
、「
国
民
が
必
要

と
し
消
費
す
る
食
料
は
、で
き
る
だ
け

そ
の
国
で
生
産
す
る
」と
い
う
意
味
で
、

こ
の「
国
消
国
産
」を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会（
Ｊ
Ａ
全
中
）は
、「
世
界
食

料
デ
ー
」に
合
わ
せ
て
10
月
16
日
を「
国
消
国

産
の
日
」と
制
定
し
ま
し
た
。ま
た
、10
月
・
11

月
を
国
消
国
産
月
間
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
の
食
料
自
給
率
は
、
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
で
38
％
と
約
6
割
を
輸
入
に

頼
っ
て
お
り
、農
家
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、食
料
を
生
産
す
る
力
が
弱
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
激
変
す
る
世
界
情
勢
や
円
安
に
よ

り
、農
業
生
産
に
必
要
な
資
材
の
価
格
は
、約

3
年
前
と
比
べ
て
1
・
5
倍
に（
※
）高
騰
し

て
い
る
状
況
で
す
。

10
・
11
月
は
国
消
国
産
月
間
で
す
！

令
和
７
年
産
秋
冬
野
菜
・
果
実
出
荷
大
会
　
持
続
可
能
な
農
業
を

〜
オ
ー
ル
熊
本
で
販
売
目
標
金
額
３
７
５
億
円
目
指
す
〜

肺
炎
と
は

　JA中央会

JA経済連
　
肺
炎
は
、
気
道
を
通
じ
て
侵
入
し
た

病
原
体
が
肺
内
で
増
殖
し
、
肺
に
炎
症

を
引
き
起
こ
す
状
態
を
指
し
ま
す
。
主

に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
発
症

し
、
特
に
高
齢
者
や
免
疫
力
が
低
下
し

て
い
る
人
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
症
状
は
、

38
℃
以
上
の
発
熱
や
強
い
せ
き
が
3
〜
4
日

以
上
続
き
、
黄
色
や
緑
色
の
う
み
の
よ
う
な

痰
も
出
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
に
加
え
て
、

息
苦
し
さ
や
胸
の
痛
み
な
ど
が
起
こ
り
ま

す
。
日
本
で
は
、
肺
炎
は
死
亡
原
因
の
第
5

位
に
位
置
し
て
お
り
、
特
に
高
齢
者
の
肺
炎

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

肺
炎
と
か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
違
い

【
肺
炎
】

　
肺
そ
の
も
の
に
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
感
染

し
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。

【
か
ぜ
】

　
ウ
イ
ル
ス
は
鼻
や
の
ど
に
感
染
し
ま
す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　
ウ
イ
ル
ス
は
鼻
や
喉
に
加
え
、
気
管
や
気

管
支
に
感
染
し
ま
す
。

肺
炎
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
肺
炎
に
か
か
り
や
す
い
傾
向
に
あ
る
の

は
、
体
力
や
免
疫
力
が
落
ち
て
い
る
人
で
す
。

病
気
に
な
り
に
く
い
、
免
疫
力
の
高
い
体
を

作
る
こ
と
が
肺
炎
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
感
染
性
肺
炎
の
病
原
体
の
侵
入

を
防
ぐ
に
は
、
手
洗
い
、
う
が
い
が
効
果
的

　JA厚生連

　JA共済連

▲大会で挨拶をする丁道夫会長

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
今
年
も
国
消
国
産
月

間
の
期
間
中
、「
実
り
の
秋
！
国
消
国
産
Ｊ
Ａ

直
売
所
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
2
5
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。11
月
30
日（
日
）ま
で
の
期
間
、

全
国
各
地
に
あ
る
Ｊ
Ａ
直
売
所
に
2
回
以
上

来
店
い
た
だ
き
、ス
マ
ホ
で
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
応
募
す
る
と
47
都
道
府
県
と
っ
て
お
き

の
国
産
の
農
畜
産
物
・
加
工
品
が
抽
選
で
総

勢
1
4
、1
0
0
名
様
に
当
た
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
！

　
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
選
ん
だ
旬
の
国
産
食
材
を

お
い
し
く
味
わ
い
な
が
ら
、み
ん
な
で「
国
消

国
産
」を
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
日
本
の
食
材
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、国

産
食
材
を
も
う
1
品
取
り
入
れ
て「
国
消
国

産
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

ト
や
な
す
、き
ゅ
う
り
は
品
目
転
換
な
ど
に

よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。瓜
類
で
は
1
2
9

ヘ
ク
タ
ー
ル（
同
91
％
）、2
、6
3
8
ト
ン

（
同
93
％
）を
計
画
。す
い
か
類
は
39
ヘ
ク

タ
ー
ル（
同
89
％
）と
な
っ
て
お
り
、猛
暑
や

高
齢
化
の
影
響
で
大
玉
、小
玉
と
も
に
面
積

が
減
少
し
て
い
ま
す
。イ
チ
ゴ（
10
月
〜
6

月
）は
1
5
6
ヘ
ク
タ
ー
ル（
同
97
％
）、6
、

3
1
3
ト
ン（
同
1
0
5
％
）を
見
込
み
ま

す
。作
付
面
積
は
微
減
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
が
、令
和
7
年
産
で
誕
生
か
ら
10
年
を
迎

え
る
熊
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の「
ゆ
う
べ

に
」が
全
体
の
約
62
％
を
占
め
、そ
の
シ
ェ
ア

率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　　　

※

出
典「
農
業
物
価
統
計（
令
和
2
年

　
基
準
）」（
農
林
水
産
省
）の
肥
料
お

　
よ
び
飼
料
の
価
格
指
数
よ
り

JAグループ熊本
国消国産ページ

で
す
。
大
切
な
の
は
、
肺
炎
の
原
因
と
な
る

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
、
か
ら
だ
に
入
り
込
ま

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
が
肺
炎
を
防
ぐ
方
法

と
し
て
、「
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」

の
接
種
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
肺
炎
に
か

か
る
人
も
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
も
肺
炎
予
防
に
な

り
ま
す
。
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

て
し
ば
ら
く
の
間
は
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
い

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
異
変
を
感
じ
た
ら

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
連
診
療
所
で
は
、
成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
出
来
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ま
し
た
★

令
和
7
年
度 

Ｊ
Ａ
共
済 

全
国
小
・
中
学
生

　
　
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
熊
本
県
大
会
入
賞
者
決
定
！

▲

菊
陽
町
立
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
2
年

　
古
賀
　
夕
渚
さ
ん

▲

私
立
熊
本
マ
リ
ス
ト
学
園
中
学
校
1
年
　
吉
本
　
七
晴
さ
ん

熊
本
県
知
事
賞【
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

▲

八
代
市
立
太
田
郷
小
学
校
6
年

　
澤
田
　
明
依
さ
ん

熊
本
県
知
事
賞【
半
紙
の
部
】

熊
本
県
知
事
賞【
条
幅
の
部
】

　
9
月
25
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
に
お
い

て
、左
記
の
3
名
が
見
事
最
高
位
の
熊
本
県

知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。ま
た
、金
賞
作
品
27

点
は
11
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
展
さ

れ
ま
す
。熊
本
県
の
作
品
が
全
国
大
会
に
お

い
て
も
入
賞
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、来
年
も
素
敵
な
作
品
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
10
月
9
日
、熊

本
市
で
令
和
7
年
産
秋
冬
野
菜
・
果
実

出
荷
大
会
を
開
き
ま
し
た
。生
産
者
、

Ｊ
Ａ
、行
政
、全
国
の
取
引
市
場
な
ど

か
ら
お
よ
そ
2
7
0
人
が
出
席
。産
地
と
市

場
が
一
体
と
な
り
販
売
目
標
金
額
3
7
5
億

円（
野
菜
類
2
6
5
億
円
、果
実
類
1
1
0
億

円
）の
達
成
を
誓
い
ま
し
た
。全
国
に
向
け
、

熊
本
県
産
秋
冬
野
菜
と
果
実
の
出
荷
が
本
格

的
に
始
ま
り
ま
す
。

　
同
連
は
基
本
方
針
に
①
環
境
変
化
に
対
応

す
る
産
地
体
制
、②
県
域
一
体
と
な
っ
た
円
滑

な
販
売
、③
多
様
な
販
促
活
動
と
Ｐ
Ｒ―

―

の
3
つ
を
掲
げ
、消
費
者
に
支
持
さ
れ
る「
熊

本
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。販
促
活
動
の
一
つ
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る「
冬
土
用
未
の
日
」で
は
、熊
本

県
と
も
連
携
し
、食
べ
る
と
縁
起
が
良
い

と
さ
れ
る
赤
い
食
べ
物
で
の
消
費
拡
大
Ｐ

Ｒ
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
同
連
の
丁
道
夫
会
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
消
費
者
に
喜
ば
れ
る
、野
菜
や
果
実
の
安

定
供
給
に
努
め
、オ
ー
ル
熊
本
と
し
て
更

な
る
販
売
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
産（
10
月
〜
2
月
）の
生
産
計

画
は
、野
菜
全
般
の
作
付
面
積
2
、3
1
1

ヘ
ク
タ
ー
ル（
前
年
比
98
％
）、出
荷
数
量

6
万
7
、4
1
5
ト
ン（
同
99
％
）を
見
込

み
ま
す
。主
要
品
目
で
は
、ト
マ
ト
の
作
付

面
積
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、ミ
ニ
ト
マ

　「
国
消
国
産
」と
は
、「
国
民
が
必
要

と
し
消
費
す
る
食
料
は
、で
き
る
だ
け

そ
の
国
で
生
産
す
る
」と
い
う
意
味
で
、

こ
の「
国
消
国
産
」を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会（
Ｊ
Ａ
全
中
）は
、「
世
界
食

料
デ
ー
」に
合
わ
せ
て
10
月
16
日
を「
国
消
国

産
の
日
」と
制
定
し
ま
し
た
。ま
た
、10
月
・
11

月
を
国
消
国
産
月
間
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
の
食
料
自
給
率
は
、
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
で
38
％
と
約
6
割
を
輸
入
に

頼
っ
て
お
り
、農
家
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、食
料
を
生
産
す
る
力
が
弱
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
激
変
す
る
世
界
情
勢
や
円
安
に
よ

り
、農
業
生
産
に
必
要
な
資
材
の
価
格
は
、約

3
年
前
と
比
べ
て
1
・
5
倍
に（
※
）高
騰
し

て
い
る
状
況
で
す
。

10
・
11
月
は
国
消
国
産
月
間
で
す
！

令
和
７
年
産
秋
冬
野
菜
・
果
実
出
荷
大
会
　
持
続
可
能
な
農
業
を

〜
オ
ー
ル
熊
本
で
販
売
目
標
金
額
３
７
５
億
円
目
指
す
〜

肺
炎
と
は

　JA中央会

JA経済連
　
肺
炎
は
、
気
道
を
通
じ
て
侵
入
し
た

病
原
体
が
肺
内
で
増
殖
し
、
肺
に
炎
症

を
引
き
起
こ
す
状
態
を
指
し
ま
す
。
主

に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
発
症

し
、
特
に
高
齢
者
や
免
疫
力
が
低
下
し

て
い
る
人
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
症
状
は
、

38
℃
以
上
の
発
熱
や
強
い
せ
き
が
3
〜
4
日

以
上
続
き
、
黄
色
や
緑
色
の
う
み
の
よ
う
な

痰
も
出
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
に
加
え
て
、

息
苦
し
さ
や
胸
の
痛
み
な
ど
が
起
こ
り
ま

す
。
日
本
で
は
、
肺
炎
は
死
亡
原
因
の
第
5

位
に
位
置
し
て
お
り
、
特
に
高
齢
者
の
肺
炎

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

肺
炎
と
か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
違
い

【
肺
炎
】

　
肺
そ
の
も
の
に
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
感
染

し
炎
症
を
起
こ
し
ま
す
。

【
か
ぜ
】

　
ウ
イ
ル
ス
は
鼻
や
の
ど
に
感
染
し
ま
す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　
ウ
イ
ル
ス
は
鼻
や
喉
に
加
え
、
気
管
や
気

管
支
に
感
染
し
ま
す
。

肺
炎
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
肺
炎
に
か
か
り
や
す
い
傾
向
に
あ
る
の

は
、
体
力
や
免
疫
力
が
落
ち
て
い
る
人
で
す
。

病
気
に
な
り
に
く
い
、
免
疫
力
の
高
い
体
を

作
る
こ
と
が
肺
炎
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
感
染
性
肺
炎
の
病
原
体
の
侵
入

を
防
ぐ
に
は
、
手
洗
い
、
う
が
い
が
効
果
的

　JA厚生連

　JA共済連

▲大会で挨拶をする丁道夫会長

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
今
年
も
国
消
国
産
月

間
の
期
間
中
、「
実
り
の
秋
！
国
消
国
産
Ｊ
Ａ

直
売
所
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
2
5
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。11
月
30
日（
日
）ま
で
の
期
間
、

全
国
各
地
に
あ
る
Ｊ
Ａ
直
売
所
に
2
回
以
上

来
店
い
た
だ
き
、ス
マ
ホ
で
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
応
募
す
る
と
47
都
道
府
県
と
っ
て
お
き

の
国
産
の
農
畜
産
物
・
加
工
品
が
抽
選
で
総

勢
1
4
、1
0
0
名
様
に
当
た
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
！

　
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
選
ん
だ
旬
の
国
産
食
材
を

お
い
し
く
味
わ
い
な
が
ら
、み
ん
な
で「
国
消

国
産
」を
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
日
本
の
食
材
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、国

産
食
材
を
も
う
1
品
取
り
入
れ
て「
国
消
国

産
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

ト
や
な
す
、き
ゅ
う
り
は
品
目
転
換
な
ど
に

よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。瓜
類
で
は
1
2
9

ヘ
ク
タ
ー
ル（
同
91
％
）、2
、6
3
8
ト
ン

（
同
93
％
）を
計
画
。す
い
か
類
は
39
ヘ
ク

タ
ー
ル（
同
89
％
）と
な
っ
て
お
り
、猛
暑
や

高
齢
化
の
影
響
で
大
玉
、小
玉
と
も
に
面
積

が
減
少
し
て
い
ま
す
。イ
チ
ゴ（
10
月
〜
6

月
）は
1
5
6
ヘ
ク
タ
ー
ル（
同
97
％
）、6
、

3
1
3
ト
ン（
同
1
0
5
％
）を
見
込
み
ま

す
。作
付
面
積
は
微
減
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
が
、令
和
7
年
産
で
誕
生
か
ら
10
年
を
迎

え
る
熊
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の「
ゆ
う
べ

に
」が
全
体
の
約
62
％
を
占
め
、そ
の
シ
ェ
ア

率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　　　

※

出
典「
農
業
物
価
統
計（
令
和
2
年

　
基
準
）」（
農
林
水
産
省
）の
肥
料
お

　
よ
び
飼
料
の
価
格
指
数
よ
り

JAグループ熊本
国消国産ページ

で
す
。
大
切
な
の
は
、
肺
炎
の
原
因
と
な
る

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
、
か
ら
だ
に
入
り
込
ま

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
が
肺
炎
を
防
ぐ
方
法

と
し
て
、「
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」

の
接
種
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
肺
炎
に
か

か
る
人
も
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
も
肺
炎
予
防
に
な

り
ま
す
。
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

て
し
ば
ら
く
の
間
は
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
い

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
異
変
を
感
じ
た
ら

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
連
診
療
所
で
は
、
成
人
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
出
来
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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みどりの

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
7
年
11
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
11
月
は
行
事
が
目
白
押
し
で
す
。文
化
の
日
や
勤
労

感
謝
の
日
、11
月
22
日
の
い
い
夫
婦
の
日
、商
売
繁
盛

を
祈
願
し
縁
起
物
の
熊
手
を
買
い
求
め
る「
酉
の

市
」、ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
の
解
禁
日
、そ
し
て「
七

五
三
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
の
七
五
三
は
子
供
の
成

長
を
祝
う
行
事
で
す
。一
般
的
に
3
歳
と
5
歳
の
男
の

子
、3
歳
と
7
歳
の
女
の
子
を
祝
い
ま
す
が
、地
域
に

よ
っ
て
は
年
齢
の
区
分
を
せ
ず
、男
女
と
も
3
歳
・
5

歳
・
7
歳
の
時
に
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の

七
五
三
で
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。子
ど
も
に

着
物
を
着
せ
て
写
真
撮
影
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、子
供
が
足
袋
を
ぐ
ず
っ
て
は
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。仕
方
な
く
足
の
写
っ
て
い
な
い
写
真
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、私
の
父
は
妹
の
七
五
三
で
お
参
り
の

月
を
間
違
え
て
10
月
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

父
曰
く「
今
日
は
詣
で
る
人
が
少
な
か
っ
た
よ
」。

　
神
社
に
行
っ
て
、お
金
を
包
む
と
き
に
封
筒
の
宛
名

書
き
に
迷
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
初
穂
料
」と
書
き
ま
す
。

撮影：長井　傑 様

「大忙しの収穫出荷作業」

第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

　
7
月
20
日
の
参
議
院
議
員
選
挙
か
ら
約
3
ケ
月
で
新

た
な
自
民
党
総
裁
が
決
定
し
た
。

　
高
市
早
苗
自
民
党
総
裁（
衆
議
院
奈
良
2
区
、当
選
10

回
、64
歳
）は
、10
月
21
日
の
首
班
指
名
選
挙
で
第
1
0
4

代
総
理
大
臣
に
就
任
し
た
。

　
高
市
首
相
は
、松
下
政
経
塾
を
経
て
、平
成
5
年
の
衆

議
院
選
挙
で
初
当
選
。そ
の
後
当
選
を
重
ね
令
和
6
年
の

衆
議
院
選
挙
で
10
回
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。こ
の
間
、

自
民
党
政
調
会
長
、総
務
大
臣
、経
済
安
全
保
障
担
当
大

臣
を
歴
任
し
、自
民
党
総
裁
選
挙
で
は
3
度
目
の
挑
戦
で

あ
っ
た
。

　
高
市
氏
は
、自
民
党
総
裁
選
立
候
補
に
際
し
、「
高
市
早

苗
、奈
良
の
女
で
す
。大
和
の
国
で
育
ち
ま
し
た
」と
切
り

出
し
、大
友
家
持
の「
高
円
の
　
秋
野
の
上
の
朝
霧
に
　

妻
呼
ぶ
牡
鹿
　
出
で
立
つ
ら
む
か
」と
万
葉
集
に
収
め
ら

れ
た
和
歌
を
歌
い
上
げ
た
。

　
演
説
の
さ
な
か
に
冒
頭
で
突
然
、歌
を
口
ず
さ
む
と
い

う
展
開
に
、会
場
は
ざ
わ
め
い
た
。

　
内
閣
総
理
大
臣
指
名
選
挙
を
巡
っ
て
は
、こ
れ
ま
で
自

民
党
と
連
立
を
組
ん
で
き
た
公
明
党
が
こ
こ
に
き
て
離

脱
し
、少
数
与
党
の
立
場
が
一
段
と
低
下
し
た
中
で
、突

如
、日
本
維
新
の
会
と
の
連
立
を
発
表
、総
理
大
臣
に
選

出
さ
れ
た
。

　
さ
て
、新
し
い
総
理
大
臣
に
は
、食
料
安
全
保
障
に
対

し
て
、万
全
な
対
策
と
予
算
の
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。自

民
党
総
裁
選
で
は
、農
業
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
コ
メ
の

「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」を
主
張
し
、「
コ
メ
余
り
を
防
ぎ
、

再
生
産
可
能
な
米
価
に
よ
っ
て
営
農
継
続
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
」と
回
答
し
た
。米
価
下
落
時
に
農
家
を
救

う
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
討
も
早
急
に
行
い
、安
心

し
て
コ
メ
作
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
要
望
す
る
。日
本
の

国
土
保
全
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
は
農
業
者
で
あ
り
、

日
本
国
民
の
胃
袋
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
、選
挙
戦
で
食
料
自
給
率
を
欧
米
並
み
に
1
0
0
％

に
近
づ
け
る
と
発
言
し
て
き
た
こ
と
に
尽
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 あ

ぜ
み
ち
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令和7年

今月の表紙「河原を駆ける」 (撮影：日當 國親  様)　第13回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品
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